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平成22年度 日本大学芸術学部長指定研究 “科学を楽しむ心”を育てるサイエンスアート・コミュニケーション教育開発の研究

趣　旨

この研究は平成21年度の学部長指定研究を基に、

継続研究として行なった『“科学をする心” “科学

をアートとして楽しむ心”を育てるサイエンスアー

ト・コミュニケーション教育開発の研究』（平成22

年度学部長指定研究）に、具体的な成果を出すこと

を目的とした。多年に渡って行なってきた芸術

総合講座「サイエンスコミュニケーション」の講義

内容から広がった人脈や、ノウハウを活かして

学生や教員と共に、よりハートフルなコミュニ

ケーションを、芸術学部らしい形で実践すること

を目指した実験的教育研究である。芸術が科学

の夢をふくらます可能性に挑戦することはユニー

クな試みであり、芸術と科学のつながりを社会

に示すことがこの研究の趣旨である。

背　景

1901年正月、報知新聞に100年後の未来を予想

した「二十世紀の予言」が掲載された。毎日新聞

科学環境部記者の元村有希子氏が、紙面上でこ

れを紹介したことがきっかけとなり、2008年に

第108回日本外科学会定期学術集会主催（毎日新

聞社共催）で「21世紀の予言」アイデアコンクール

が行われた。子どもから大人まで広く応募した

同コンクールの受賞作品を、本学部の学生がア

ニメーション化し、授賞式で上映したところ大

変な好評を得た。そこで、今回は日本大学芸術学

部主催で、同様のコンクールを行うことを企画

した。前コンクールを企画した長崎大学医学部

の兼松隆之教授は、特に子どもたちの斬新な発想

に感動したと述べておられたので、今回は全国

の小学生を対象として、100年後の「科学」を想

像してもらう形に決定した。

目　的

「科学の未来はこうだったらいいなあ！」をテーマ

に、全国の小学生から作文・絵画によって表現

されたアイデアを募集する。学部生がコンクー

ルの運営に主体的に関わり、プロジェクト・マネ

ジメントや広報活動などを実践的に学ぶ。受賞

した小学生のアイデアを大学生がアニメーショ

ン化し、よりビジュアルに訴えかけるような作品

を制作する。このアニメーションを通して小学

生のアイデアを広く発信し、科学者・科学コミュ

ニティに刺激を与えることを最終目標とする。
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広報実績（新聞記事）

● 4月15日（木）毎日小学生新聞　

● 9月16日（木）毎日小学生新聞
● 子供の科学 7月号　Event News 欄
　

● 9月7日（火）毎日新聞　朝刊 科学面

● 9月20日（火）日本大学新聞　
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